
 

                            平成 20 年 11 月 20 日 
 各  位 

会 社 名 

代 表 者 名 代表取締役社長  柏 原  弘 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９９４１） 

問 合 せ 先  

役 職 ・ 氏 名 執行役員  

ｼﾞｪﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ  宮内  敏雄 
電 話 （03）5402－8181 

 

平成 20 年９月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

並びに特別損失及び営業外費用の発生について 

 

平成 20 年５月 21 日の「平成 20 年９月期 中間決算短信（非連結）」において発表いたしました平成

20 年９月期（平成 19年 10 月 1日～平成 20年９月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正し、併せて特

別損失及び営業外費用の発生についてお知らせします。 
 

記 
 
１．特別損失及び営業外費用について 

 （１）特別損失について 

     当社が保有しております取引先企業の株式につきまして、期末における株価下落から評価損

が発生し（評価損額：38百万円）、会計上処理しましたことから、特別損失が発生しました。 

 （２）営業外費用について 

     金利の上昇と、借入金のポートフォリオ変更（短期借入から長期借入へ）を行ったことから、

支払利息（支払額：190 百万円）が増え、営業外費用が増加いたしました。 
 

２．平成 20 年９月期の業績予想の修正（平成 19年 10 月１日～平成 20 年９月 30 日） 

                                       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 75,000 550 380 300 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 78,748 490 257 100 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 3,748 △60 △123 △200 

増 減 率（％） 5.0 △10.9 △32.4 △66.7 

（ご参考）前期(平成 19 年９月期)実績 71,187 347 211 100 

 

３．修正の理由 

   売上高につきましては、当社取り扱いの主力商品が高騰し、78,748 百万円（５％増）と当初計画

を上回ることができましたが、海外からの輸入価格がそれ以上に上昇し、売上原価が増加したため、

営業利益は 490 百万円（10.9％減）と当初計画を下回りました。又、上記記載のように想定してい

なかった特別損失・営業外費用が発生しましたことから、当初業績予想より、経常利益 257 百万円
（32.4％減）、当期純利益 100 百万円（66.7％減）と修正することとなりました。 

                                           以 上 
 
(注) 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 
今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 


